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新時代、始まる
特集

　31 年続いた ｢平成｣の時代が終わり、いよいよ 5 月 1 日から
新元号 ｢令和｣の時代の幕開けです。
　皆さんの過ごした ｢平成｣は、どんな時代でしたか。
　｢令和｣という新時代をどのように過ごしていきたいですか。
　まちで出会った町民の皆さんに、インタビューしました。

　平成の時代は、肝臓がんで入院したりＣ型肝炎の治
療をしたり、夫婦ともにつらいことがたくさんありまし
たが、何とか生きてこられたなという印象です。
　この春、私たちにとって初めてのひ孫が生まれます。
令和の時代は、家族みんな元気で健康に過ごしていき
たいです。
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赫
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さん

　私たちは平成の時代に高校へ入学し、令和の時代
最初の卒業生になるので、何だか特別感があります。
　平成は災害が多かったという印象が強いです。そ
こから得た教訓を忘れることなく次の時代に伝え
ていくことが、平成を生きた私たちの役割だと思い
ます。

　平成は、古いものから新しいものへと変わっていく過
渡期だったと思います。携帯電話が登場し、スマートフォ
ンに変わるなど目まぐるしく変化してきた印象です。
　7 月にはもう一人孫が生まれる予定です。孫たちに
は、科学技術の進歩についていけるようにしっかり勉
強してこれからの時代を生きてほしいと思います。

田中　生さん ＝恵久美＝

船田章
あき
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くん

　　　　　　　　　関西で生まれ育ったので、平成
　　　　　　　　の最後を愛媛で迎えることになる
　　　　　　　　とは思ってもみませんでした。
　　　　　　　　　ご縁があって松前町に住み、温
かい人たちに恵まれた中で子育てができて幸せです。
　令和の時代を生きていく子どもたちには、5 月に生ま
れる予定の弟とも仲良くたくましく育ってほしいです。

　夫婦 2 人とも、小学校に入学したのが平成元年でし
た。学生時代を過ごした平成は、今の自分につながる、
人生の礎を築いた時代だったなと感じます。
　4 月に小学校 1年生になった娘の碧月も私たちと同じ
｢元年｣ 入学なので、不思議な縁を感じています。令和
の時代をどんなふうに歩んでくれるのか楽しみです。
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伊予高等学校
女子テニス部
3年生の皆さん

福徳泉公園
でお花見中

♪

結婚 50周年
♪金婚式

松前公園で
お花見中♪

じい
じと2人で遊んだ

よ♪

5月に
は弟が生まれる予定

♪

円
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広報紙で振り返る
平成の松前町

＊＊＊ MASAKI  TOWN  HISTORY ＊＊＊

町は ｢平成｣ をどのように歩んできたのでしょうか。
行政と皆さんの懸け橋である広報紙を通して

町民の皆さんと一緒に振り返ります。

19952000

　　　　　　　　　当時は ｢元気人村｣ 周辺の畑
　　　　　　　　で兼業農家をしていました。畑一
面海水で水浸しになり塩害を受けたので、｢これはも
う百姓はできんなぁ｣ と仲間と話したものです。
　新しい土を入れて地上げをし、野菜を育てようと
試みましたが上手く育ちません。肥料を替えるなど
して何とか復興するまでには 1 年以上かかりました。

白石啓一 さん  ＝北黒田＝

当時のこと、覚えていますか？Interview
▶平成 3 年
　台風 19 号で松前町に大きな被害

 ▲ （平成 3 年 11 月号） 台風 19 号の被害について紹介。
9 月 27 日、大型台風の接近により伊予市新川堤防が決壊。北黒田や宗
意原地区に大量の海水が流れ込み、多くの家屋が床上・床下浸水した
ほか、農作物にも深刻な被害をもたらした

  ◀ （平成 3 年 1 月号） 
人口 3 万人に到達。町としては四
国初

  ▼ （平成元年 3 月号）
公共下水道のマンホールのふたの
図案が決まる。中学生が考案

　当時は小学校で管理職を務
めていました。学校週 5 日制は
約 10 年かけて進められ、導入当初は削った土曜日の
補充をするため始業式後に授業を入れるなど、カリ
キュラムを見直すのが大変でした。ゆとり教育では、
総合的な学習の時間や生活科など、地域を知ったり
体験したりするための学習が増えていきましたね。

坪内雅子 さん  ＝上高柳＝

当時のこと、覚えていますか？ Interview
▶平成 14 年
　町立学校完全週 5 日制へ

 ▲ （ 平成 7 年 6 月号） 合 併 40 周
年記念として公募したキャラクター、

「マッキー」が誕生
▲ （平成 13 年 2 月号）ハイパーカウントダウン 2001 in 松前。
役場前に千人近くが集まり、21 世紀を迎えた 

 ◀ （平成 14 年 4 月号） 完全学校週 5 日制が
スタート。子どもたちにゆとりを与え、家庭や
地域で過ごす時間を増やすとともに、課題を
見つけて追求し解決していく学習が行われた

▼ （平成 12 年 5 月号）福祉センター落成式。
各種福祉サービスの拠点として機能
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　　　　　　　　　今ではすっかり当たり前になっ
　　　　　　　　ているごみの分別ですが、当時
は燃えるごみと燃えないごみの二択だったので慣れ
るまでは大変でした。プラマークごみは、かさばるの
できちんと分けると結構な量になります。長い間家に
置いておくのは嫌だったので、月 2 回から 4 回に収
集日が増えてよかったです。

米家郁美 さん  ＝出作＝

当時のこと、覚えていますか？Interview
▶平成 15 年
　プラマークごみ分別開始

　当時は高校の授業の一環で
参加しました。はだか麦を収穫す
るのは初めてだったので鎌の使い方にも戸惑ったこと
を覚えています。刈っているときは全景を想像できま
せんでしたが、完成したアートを見て感動しました。
　このほかにも、たわわ祭での販売など高校時代に町
の行事に参加した経験が就職した今も役立っています。

岩本くるみ さん  ＝新立＝

当時のこと、覚えていますか？ Interview
▶平成 27 年
　町制 60 周年記念事業
　｢はだか麦アート｣

新しいものがどんどん生み出され、
目まぐるしく変化を遂げた ｢平成｣ ―。
そんな中で失ったものもあるのかもしれません。
新しい時代を築いていくのは私たちです。
｢令和｣ をどんな時代にしたいのか、
一度、家族みんなで考えてみませんか。

＊＊＊ MASAKI  TOWN  HISTORY ＊＊＊＊＊＊ MASAKI  TOWN  HISTORY ＊＊＊

200520102015

▼ （平成 15 年 4 月号）プラマークごみの分別開始。この後
もごみを資源化するための分別が進められた

▶ （平成 20 年 6 月号）
オープンしたばかりのエ
ミフル内に  「ぢばさ～ん
まさき」  が誕生 

▲ 

（平成 25 年 3 月号）当町の知名度を上
げるため、この年に作られたロゴマーク
を使い、県外で物産展を初めて実施 

▲ （平成 20 年 8 月号）
平日のみ運行していた福祉バス
に代わり、ひまわりバスの運行を
開始

next

▲ （平成 27 年 5 月号）町制施行 60 周年記念事業。北川原
の大川泰範さんの麦畑に ｢はだか麦アート｣が完成

▼ 

（平成 25 年 12 月号）｢恵み、めぐるまち、
まさき。｣ たわわ祭初開催

▶ （平成 28 年 9 月号）
高校生対抗の部 ｢はんぎ
り甲子園｣を新設。熱戦
が繰り広げられた

▲ 

（平成 30 年 12 月号）オリジ
ナルナンバープレートデザイン
決定。中学生が考案
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二名保育所
☎ 984-1348

所長 西岡　真理
主任保育士 松本奈保美

保育士 竹本    友美
保育士 上田　実里
保育士 上田優里花

黒田保育所
☎ 984-1358

所長 本多　知子
主任保育士 井上みのり
主任保育士 泉        千鶴

保育士 藤本    杏子
保育士 髙岡　弥生
保育士 坪内美佑紀
調理員 前田　香織

松前ひまわり保育所
☎ 984-2511

所長 髙木　結香
主任保育士 武田ひとみ
主任保育士 松本　陽子
主任保育士 森     めぐみ
主任保育士 濱田　　歩
主任保育士 高田佳緒里

保育士 重見　麻美
保育士 弓立　祥子
保育士 松澤恵理香
保育士 峰岡　　瞳
保育士 杉本真奈美
保健師 永田　純子
調理員 中越　敬子

子育て支援センター
☎ 985-4151

主任保育士 喜安　祐子

小富士保育所
☎ 984-1161

所長 日野　敏美
主任保育士 新畠真佐美
主任保育士 池田　温美
主任保育士 玉井　由佳

保育士 佐々木優香
保育士 大中　優華
保育士 渡部　　綾
保育士 池田あゆみ
調理員 豊田　琴美

古城幼稚園
☎ 984-2354

園長 吉岡　友美
主任教諭 俊成　敦美

教諭 近藤　友恵

4 月 1 日付けで定期人事異動を行いました。異動者は 83 人、3 月 31 日付け退職者は 4 人。職員体制は次の通りです（産休・育休中の職員などを除く）。
◦ホッケーのまちづくりを強力に推進するため、社会教育課にホッケー係を新設。
◦平成 30 年 7 月豪雨被災地の復興を積極的に支援するため、西予市に職員を派遣。
◎は昇任（主任以上）、　　は新規採用を表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 平成 31 年度職員体制PICK  UP

総務課
課長 大川    康久

課長補佐 金子    貴徳
課長補佐 ◎田中　俊臣

広報情報係

☎ 985-4132
係長 中村　明博
主任 松本    良治
主任 酒井　菜月
主任 ◎蔭谷   　翼

危機管理係

☎ 985-4103
主事 豊田　純一
主事 古川　智洋

企画政策係

☎ 985-4103
係長 友田　秀樹
主任 田中　浩介

職員係

☎ 985-4113
主任 西部    真季
主任 中川　智博

産業課
課長 ◎平村　展章

課長補佐 伊達　圭亮
課長補佐 髙木　正人

国土調査係

☎ 985-4127
係長 大政　邦弘                  
主任 菅　　　陽                  
主事 山本　将義

農業振興係

☎ 985-4119
係長 ◎宇都宮弘之
主事 宮﨑　信吾
主事 中川　詠理

農地係 （農業委員会兼務）

☎ 985-4131
係長 ◎中矢　大悟

商工水産観光係

☎ 985-4120
係長 大西　雅弘
主事 加藤　潤也

上下水道課
課長 仙波　晴樹

課長補佐 濱崎　庄二
課長補佐 渡部　博憲

業務係

☎ 985-4126
☎ 985-4133

係長 山本　康誓
主任 戸井田　翔
主事 原　菜穂子

下水道工務係

☎ 985-4231
係長 永井　    仁

主任技師 大西　貴佳
水道工務係

☎ 985-4229
係長 住田　俊哉

主任技師 西尾　充弘
技師 萬奥    　凌

議会事務局
☎ 985-4130

局長 塩梅    　淳
局長補佐 ◎德本    敏子

書記 北ケ市文香

学校教育課
課長 ◎住田　民章

総務係

☎ 985-4125
係長 塩梅　陽子
主任 井ノ口義貴
主任 田中　亮典

学校教育係

☎ 985-4134
係長 佐藤　真一
主任 ◎小倉　智希
主事 西平　亜弥

北公民館
☎ 984-7529

館長 垂水　　勉

東公民館
☎ 984-1159

館長 栗田　眞吾
主任 東山　伸也

西公民館
☎ 984-5313

館長 西岡きわ子

松前幼稚園
☎ 984-1456

園長 川下三枝子
主任教諭 尾山　美香

教諭 渡邊　裕月
教諭 大廣　美香

青少年補導センター
☎ 985-4142

所長 小笠原　義

新○

保険課
課長 小池　良冶

課長補佐 柏原　美和
保険料係

☎ 985-4227
係長 ◎相原　俊二
主事 川本　健太

介護保険係

☎ 985-4115
係長 ◎大政　秀之
主任 ◎奥山　聡子
主任 西尾　裕美
主事 宮崎　崇広

医療保険係

☎ 985-4107
係長 楠田　洋子
主任 山下有希子
主事 西川浩一郎
主事 矢野　祥太

白鶴保育所
☎ 984-1088

所長 ◎野本和香子
主任保育士 藤本　千陽
主任保育士 西岡　千穂

保育士 福田　光咲
保育士 山崎　直子

副町長
升田　年紀

総務部
部長 ◎和田　欣也

教育委員会事務局
局長 仲島　昌二

町　長
岡本　　靖

教育長
本馬　　毅

財政課
課長 合田　光隆

課長補佐 近藤   俊彦
課長補佐 仙波由紀枝

統計電算係

☎ 985-4101
係長 古川　栄一
主任 青野　雅雄

財政係

☎ 985-4101
係長 田中　志延
主任 大西　秀和
主事 大葉　由麻

入札財産係

☎ 985-4157
係長 二宮　昌夫
主任 ◎井ノ口早奈枝

主任 須之内彰吾

愛媛県文化振興課
主任 濟川健太郎

西予市福祉課

主任 米家　悠介

●派遣

会計課
課長 楠田　匡志

会計係

☎ 985-4128
係長 髙井    博志
主任 白石　未和

31 年 3 月 31 日付け

（総務部長）
　　　　德居　芳之

（町民課長補佐）
　　　　河崎　勝司

（黒田保育所長）
　　　　重川千恵美

（古城幼稚園教諭）
　　　　佃　侑季

●退職者

税務課
課長 米澤    浩樹

課長補佐 塩梅    敬介
管理収納係

☎ 985-4109
係長 ◎岡田　大介
主任 松田　周二
主任 小池　知子
主事 渡邉　志帆
主事 野本    佳宏

町民税係

☎ 985-4110
係長 渡部　直樹
主任 渡辺    　香
主任 松田　拓郎
主事 寺尾　文男
主事 屋敷    弥里

資産税係

☎ 985-4111
係長 大塚    英輔
主任 巻幡信次郎
主事 村主　隆浩
主事 宮田　敏江

福祉課
課長 山田　　運

課長補佐 柏原　　正
課長補佐 十時　勝弘

障がい福祉係

☎ 985-4112
係長 熊谷　雄史
主任 町田　　智
主任 西畑　佳樹
主事 山本　真丈

児童福祉係

☎ 985-4114
主任 坂本　礼子
主任 渡辺　雄介
主事 河野あゆみ

保育幼稚園係

☎ 985-4116
係長 成田　陽一
主事 山村　凌史
主事 安藤　恵美
主事 中嶋　元喜

人権対策係

☎ 985-4155

町民課
課長 重松　修平

課長補佐 三原三千夫
課長補佐 渡辺　　司

コミュニティ係

☎ 985-4228
主任 久保    美文

住民係

☎ 985-4105
係長 林        　亮
主任 安村　陽一
主事 仲田　昌生
主事 鎌田あゆみ
主事 三好　弘文

生活環境係

☎ 985-4117
係長 ◎有光　丈朋
主任 中矢　裕人
主事 福桝　正成
主事 亀岡　政志

まちづくり課
課長 横山　眞史

課長補佐 山田　善仁
課長補佐 村上　僚希

管理係

☎ 985-4156
係長 米湊みのり
主任 大西　由美

町営住宅係

☎ 985-4122
係長 日野　光保
主任 水口　光彦

土木係

☎ 985-4123
係長 松本　　聡
主任 ◎武田　　渉

主任技師 谷川　善彦
技師 河内　　竣
技師 宮家　海斗

計画建築係

☎ 985-4124
係長 下地　徹典
主事 河上　裕貴

新○

産業建設部
部長 松岡　謙三

保健福祉部
部長 大政    哲志

新○

新○

新○

新○

愛のくにえひめ営業本部
主任 川上　純司

新○

健康課
課長 早瀬　晴美

課長補佐 金子　裕之
課長補佐 森内美奈子

地域包括支援センター係

☎ 985-4205
係長 向井　美弥
主任 森川明日香
主任 宮下　歩美
主任 小泉　広美

主任保健師 平井栄理子
保健センター係

☎ 985-4118
係長 脇水　素子
主任 大西　淳博
主任 満足麻衣子

主任保健師 平野    　愛
主任保健師 段ノ上友紀
主任保健師 宇都宮すみ
主任保健師 大西　美貴
保健師 加藤　李奈

主任栄養士 和田　暁子
主任栄養士 長野　弘美

新○

社会教育課
課長 黒田　泰弘

課長補佐 中村　慶彦
生涯学習係

☎ 985-4135
係長 住田　清美
主任 河野　正博
主任 山本　祐輝

人権教育係

☎ 985-4137
係長 田中　孝幸

社会体育係

☎ 985-4138
係長 手島　大介

ホッケー係

☎ 985-4142
係長 ◎吉岡　昭嘉

新○
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masaki's town news
松前町の旬の情報をパシャリ

まさきの わ だ いmasaki's town news
松前町の旬の情報をパシャリ

まさきの わ だ い

8

2

4

6

１_真新しい制服に身を包み、入場（松

前中学校）　２_名前を呼ばれて元気にお

返事できるかな（岡田小学校）　３_祝辞

に耳を傾け、新生活への期待が高まる（北

伊予中学校）　４_ ｢充実した中学校生活

を送りたいです｣ 新入生を代表して誓い

の言葉を述べる（岡田中学校）

５_「今日から松前っ子だよ。よろしくね」

お兄さんお姉さんに歓迎を受ける（松前小

学校）　６_みんなで一緒にチューリップの

お歌を歌うよ（松前幼稚園）　７_お母さ

んと一緒に初めての教科書を確認（北伊

予小学校）　８_緊張したけど最後まで頑

張ったよ（古城幼稚園）
　｢まさきええ～とこ写真展｣の記念品贈呈式は 3 月 22 日、
エミフル MASAKI で開催されました。
　この写真展は、｢まさき―いいとこ見つけ隊｣ が町の魅力
を発信するために、住民から町内の ｢ええとこ｣ を収めた写
真を募集して行ったもの。贈呈式では、応募総数 38 点の中
から大賞に選ばれた ｢仲良し家族｣ の撮影者、足立明さん
＝上高柳＝ほか応募者の皆さんに記念品が贈呈されました。

写真で我がまちの魅力発信
まさきええ～とこ写真展記念品贈呈式

　町内の小中学校の入学式は 9 日、町
立幼稚園の入園式は 11 日に行われま
した。新入生たちは上級生らに温かく
迎えられ、期待に胸を膨らませながら
新生活をスタートさせていました。

新生活がスタート
入園式・入学式

7

　政府は 2 月1日付けで「高齢者叙勲  」を発表し、本町から
元北伊予小学校長の上田常光さん＝昌農内＝が受章しました。
　上田さんは、戦後の社会の混乱を見て教職を志し、昭
和 29 年から県内小中学校で教

きょう

鞭
べん

をとりました。特に中学
校では 3 年生の進路指導に力を入れるなど、児童生徒の
健全育成のために尽力。平成元年から退職までは、北伊
予小学校長を務めました。
　上田さんは受章に対し、「教育の根本は子どもを愛する
こと。生涯の大部分を教育に携わることができて幸せに
思う」 と話していました。

上田常光さんに瑞宝双光章
高齢者叙勲

*

瑞
宝
双
光
章
【
教
育
功
労
】

う
え
だ
・
つ
ね
み
つ　

上
田
　
常
光
さ
ん

元
北
伊
予
小
学
校
長　

88
歳　

昌
農
内

㊤金婚者との記念撮影（北伊予）　
㊦ 町長から記念品を受け取る（松前）

　町は、松前、北伊予、岡田の各地区の老人クラブ総
会に併せ、結婚 50 周年の金婚式を迎えるご夫婦をお祝
いしました。
　本年度該当となった 36 組のご夫婦に、岡本町長から
お祝い状と記念品を贈呈。会場からは温かい拍手が送ら
れ、半世紀の夫婦の絆をお
祝いしていました。26 ペー
ジで、金婚式を迎えるご夫
婦（岡田校区）を紹介します。

共に歩んだ50年をお祝い
平成 31 年度金婚式表彰

入園・入学お め で と う

　「総務大臣感謝状贈呈式」は 4 月8日、役場で行われ、元
行政相談委員の三好健二さん = 東古泉 = に勝山寛愛媛行
政監視行政相談センター所長から感謝状が贈呈されました。
　この感謝状は平成 25 年 1 月に行政相談委員に委嘱さ
れて以降、町民の身近な相談窓口として尽力した三好さ
んの功績をたたえて贈られたもの。感謝状を受けて三好
さんは、「大変光栄なことと思います」と話していました。

三好さんに感謝状贈呈
総務大臣感謝状贈呈式

3

1

5

㊨贈呈式後、笑顔を
見せる足立さん。｢仲
良し家族｣ は、夕暮れ
時の塩屋海岸で家族
の仲睦まじい姿を収
めたもの

まさき    ❖    2019-5 10広報2019-5  ❖    広報  まさき11



㊤当時の教室を懐かしむ　㊦思い
出のらせん階段前で

㊤ホタルの幼虫　㊦みんなで一斉
に幼虫を放流する

　松前中学校校舎の一般公開は 3 月 29 日から 31 日まで
の 3 日間、希望者を対象に行われ、256 人が訪れました。
　この一般公開は、7 月開始予定の校舎改築工事を前に卒
業生や地域の人に思い出の校舎を懐かしんでもらおうと行
われたもの。現北校舎が新築された昭和 29 年に 3 年生だっ
たという見学者の皆さんは、     
｢懐かしいなぁ｣と目を細めなが
ら校舎を周り、すっかり学生時
代に戻って楽しんでいました。

　｢ホタル幼虫の放流イベント｣ は 4 月7日、エミフル
MASAKI内の｢エミホタルの里｣で行われました。
　このイベントは、住宅地の河川では見られないホタルを
人工川で成育し、子どもたちに学習の場を提供しようと毎
年行われているもの。参加した子どもたちは、幼虫の成長
を願いながら一斉に放流し
ました。6 月上旬には、成虫
になって美しく光るホタル
が見られる予定です。

当時の級友と懐かしの校舎見学
松前中学校校舎の一般公開

大きくなってまた会おうね
エミホタルの里 ｢ホタル幼虫の放流イベント｣

㊧ ｢人と防災未来セ
ンター｣に 到 着　　
㊨被災者の体験談を
聞く　㊦ ｢福良港津
波防災ステーション｣
前で説明を受ける

　各地区の区長で構成する統括広報委員会は、4
月11、12 日の両日、兵庫県で研修を行いました。
　今回の研修のテーマは ｢地域防災力の向上｣。1日
目は、神戸市の ｢人と防災未来センター｣ を訪れま
した。同センターは、阪神・淡路大震災の経験を語
り継ぎその教訓を未来に生かすことを目的に、兵庫
県が設置したものです。ここでは震災直後の町並
みを再現した展示物や映像を見たり、被災者の体
験談を聞いたりしながら震災を追体験しました。
　2日目は、津波に対する防災意識を高めるため、南
あわじ市の｢福良港津波防災ステーション｣ を訪問。
ここでは、津波の発生からその破壊力までを映像で
学習したり津波の高さを体感したりすることで、災害
発生時における避難の大切さを再認識しました。
　研修に参加した皆さんは、地域における防災意識を
高め、平時に備える必要性を改めて実感していました。

区長が兵庫県で研修
平成 31 年度統括広報委員研修

まさきの わ だ い
masaki's town news

 N e w s  役場からのお知らせ

「
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転
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軽
自
動
車
税
の
み
）

【
自
動
車
税
】

①
自
動
車
検
査
証
②
生
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同
一
者
か
常
時
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護
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運
転
す
る
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車
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課
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す
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▼
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象　

障
が
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者
本
人
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所
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す
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自
動
車（
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未
満
の
人
ま
た
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療
育

手
帳
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者
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健
福
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計
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②
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③
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す
る
人
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し
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◎身体障がい者手帳の区分

障がいの区分 本人が運転 生計同一者、
常時介護者

視覚障がい 1 級～ 4 級
聴覚障がい 2 級・3 級
平衡機能障がい 3 級
音声機 能、言 語 障
がい又はそしゃく機
能の障がい

3 級
（喉頭摘出だけ）

上肢不自由 1 級・2 級
下肢不自由 1 級～ 6 級 1 級～ 3 級
体幹不自由 1 ～ 3 級・5 級 1 級～ 3 級
乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障がい

上肢
機能 １級・2 級

移動
機能 1 級～ 6 級 1 級～ 3 級

心臓機能障がい

1 級・3 級

じん臓機能障がい
呼吸器機能障がい
ぼうこう又は直腸の
機能障がい
小腸の機能障がい
ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能
障がい 1 級～ 3 級

肝臓機能障がい

　

は
か
り
を
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る

人
は
、
計
量
法
に
よ
り
２
年
に
一
度
の

定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
期
検
査
を
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
検
査
実
施
日
時
と
場
所　

①
６
月
６
日（
木
）10
時
～
14
時　

東
公

民
館

②
６
月
７
日（
金
）10
時
～
15
時　

松
前

町
役
場（
東
側
入
り
口
付
近
の
車
庫
棟
）

問
産
業
課
商
工
水
産
観
光
係 

☎
９
８
５
―
４
１
２
０

　

県
計
量
検
定
所☎

９
４
７
―
４
０
０
１

計
量
器
定
期
検
査

２
年
に
一
度
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎療育手帳の区分   A 判定
◎精神障がい者保健福祉手帳の区分   １級

農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
業
で
の
野
焼
き
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

野
焼
き
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
農
業
を
営
む
た
め
や
む
を
得
な

い
も
の
は
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
農
業
を
営
む
た
め
の
野
焼
き
の
例

・
稲
わ
ら
、
麦
わ
ら
な
ど
の
焼
却

・
害
虫
駆
除
の
た
め
の
枯
れ
草
の
焼
却

※
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
行
う
場
合

　

ま
ず
は
野
焼
き
以
外
の
処
分
方
法
を

考
え
、
や
む
を
得
ず
右
記
の
野
焼
き
を
行

う
場
合
は
、
次
の
点
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
①
実
施
前
】

・
消
防
署
に
届
け
出
を
す
る
（
届
け
出
は

消
防
署
が
事
前
に
野
焼
き
を
知
る
た
め

で
、
野
焼
き
を
容
認
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
電
話
・
口
頭
も
可
能
で
す
）。

・
周
囲
の
住
宅
環
境
に
配
慮
し
、
声
掛
け

を
行
う
な
ど
苦
情
が
出
な
い
よ
う
努
め
、

目
を
離
さ
ず
焼
却
で
き
る
体
制
を
組
む
。

・
わ
ら
や
草
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
大
量

の
煙
が
出
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。

・
す
ぐ
に
消
火
で
き
る
よ
う
水
バ
ケ
ツ
、

消
火
器
な
ど
を
準
備
す
る
。

・
風
向
き
を
十
分
考
慮
し
、
風
が
強
い
日

や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
日
は
避
け
る
。

【
②
実
施
中
】　

風
の
影
響
で
周
囲
に
影

響
が
出
始
め
た
場
合
は
中
止
す
る
。

【
③
実
施
後
】　

日
中
で
作
業
を
終
わ
ら

せ
、消
火
し
た
こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
。

問
産
業
課
農
業
振
興
係 

 　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
１
９

　

松
前
消
防
署

☎
９
８
４
―
３
４
０
４
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 役場からのお知らせ N e w s

　

飼
い
犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

1
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
に
手
術
を
し
て
い
る
こ
と

2
飼
い
主
は
、
町
内
在
住
で
、
動
物
取

扱
業
を
営
ん
で
い
な
い
こ
と

 

3
犬
は
、
登
録
し
、
令
和
元
年
度
の
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
て
い

る
か
、
元
年
度
中
に
予
防
接
種
を
受
け

て
い
る
こ
と

4
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
助
成
件
数　

犬
・
猫
合
わ
せ
て
先
着

１
４
０
頭

▼
助
成
金
額　

２
３
０
０
円

▼
申
請
方
法　

手
術
後
、
獣
医
師
か
ら

証
明
を
も
ら
っ
た
上
で
、
助
成
金
交
付

申
請
書
、
助
成
金
請
求
書
、
税
情
報
等

開
示
同
意
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
町
民
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
限　

２
年
３
月
31
日（
火
）

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
生
活
環
境
係　

　

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

犬
・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
を
助
成
し
ま
す

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

　

差
別
、
暴
行
、
虐
待
、
い
じ
め
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
人
権
問
題
で
お

困
り
の
人
は
、
下
記
の
相
談
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

《
町
の
人
権
擁
護
委
員
》

《
町
の
人
権
相
談
》

▼
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）　

10
時
～
15
時

▼
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
電
話
番
号　

☎
９
８
５
―
１
３
１
３

◉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」特
設
相
談

《
町
の
特
設
相
談
窓
口
》

▼
日
時　

６
月
１
日（
土
）10
時
～
15
時

※
場
所
、
電
話
番
号
は
右
記
と
同
じ
。

《
法
務
局
電
話
相
談
》

▼
日
時　

６
月
１
日（
土
）８
時
30
分
～

17
時
15
分

▼
電
話
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

問
社
会
教
育
課
人
権
教
育
係

☎
９
８
５
―
４
１
３
７

武智和孝さん
＝西古泉＝

松田雅子さん
＝鶴吉＝

水本諭さん
＝新立＝

郷田和美さん
＝恵久美＝

石丸幸子さん
＝筒井＝

田中安男さん
＝大溝＝

期
し
ま
す
。

▼
場
所　

塩
屋
海
岸
、

北
黒
田
・
新
立
海
岸
、

松
前
港
内
港
、
行
政
区

の
指
定
場
所
な
ど

問
町
民
課
生
活
環
境
係 

   

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

第
50
回 

郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
を
行
い
ま
す

　

本
年
度
も
、
町
内
の
公
共
の
場
所
に

あ
る
ご
み
や
雑
草
な
ど
を
取
り
除
く

「
郷
土
を
美
し
く
す
る
清
掃
」
を
行
い

ま
す
。

　

昭
和
45
年
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
清
掃

活
動
で
す
。
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
自

分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

６
月
１
日
（
土
）　

９
時
～

※
雨
天
時
は
、
６
月
15
日
（
土
）
に
延

　

「守ろう人権　なくそう差別」
2019　明るい人権の町づくり大会

問社会教育課人権教育係　☎ 985-4137

◎講師紹介

　スマイリーキクチ  さん

　東京都生まれ。平成 5
年から漫才コンビ ｢ナイ
トシフト｣ として 1 年半活
動した後、コンビを解散。
現在は毒舌漫談スタイル
のピン芸人としてテレビ・ラジオなどで活躍中。
　平成 11 年、身に覚えのない事件の殺人犯だ
とネット上で書き込まれ、以降いわれなき誹

ひ

謗
ぼう

中傷を受ける。現在は、自身の体験を基にネッ
ト犯罪の恐怖やその対策について各地で講演活
動を行うなど、活躍の幅を広げている。

◦日時　　５月11日㊏13 時～ （受け付け12 時 30 分～）
◦会場　　文化センター　広域学習ホール
◦内容　　開会行事（13 時～）
　　　　　人権ポスター・作文発表（13 時 25 分～）
　　　　　人権発表（13 時 45 分～）
　　　　　　フレッシュ・リブまさき　西尾  剛 さん
　　　　　記念講演（14 時 20 分～）
　　　　　　講師　スマイリーキクチ さん
　　　　　　演題　「インターネットと人とのかかわり合い」
　　　　　閉会行事（15 時 50 分～）
◦参加費　無料

※  無料託児あります。希望者は事前に社会教育課へ。

令
和
元
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す

　

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
が
対
象

と
な
る
「
令
和
元
年
工
業
統
計
調
査
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
従
業
者
数

や
製
造
出
荷
額
な
ど
を
調
べ
、
そ
の
結
果
を

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
、
調

査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
調
査
票
記
入

の
お
願
い
に
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査

内
容
は
統
計
上
の
目
的
以
外
に
は一切
使
用

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
財
政
課
統
計
電
算
係 

 　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
や
免
除
期

間
な
ど
が
10
年
以
上
必
要
で
す
。ま
た
、20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
分
の
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
満
額
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

60
歳
ま
で
に
受
給
資
格
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
、
納
め
忘
れ
な
ど
で
納
付

済
み
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、

65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

原
則
口
座
振
替
で
す
。
次
の
必
要
書
類

を
持
っ
て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類　

年
金
手
帳
、
預
金
通

帳
、
口
座
の
届
け
出
印

問
松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
９
２
５
―
５
１
０
５

町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
６

　

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

｢

歩
行
者
を　

守
る
気
づ
か
い　

思

い
や
り｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、こ
の

機
会
に
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

・ 

横
断
歩
道
に
近
づ
く
と
き
は
減
速

し
、
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
行
者
を
確
認
し
た
と
き
は
一

時
停
止
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
、
上

向
き
ラ
イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
し
形
マ
ー
ク
の
先
に
は
横
断
歩
道

が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼｢

シ
ェ
ア
・
ザ
・
ロ
ー
ド｣

の
精
神
普

及
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

・
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
を
運
転
中
、
自
転
車

や
バ
イ
ク
の
脇
を
通
る
と

き
は
1.5
メ
ー
ト
ル
の
車
間

距
離
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
伊
予
警
察
署

　

☎
９
８
２
―
０
１
１
０

　

町
民
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係　

☎
９
８
５
―
４
２
２
８

３
月
末
現
在
、
高
齢
者
事
故
率
県
内
ワ
ー
ス
ト
３
位

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
防
止
を

FAX でのお問い合わせ　985-4148 ㈹
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（3）慢性微小炎症③
～病巣感染のこと～

口と全身の健康のお話歯の
おはなし

伊予歯科医師会監修

　前回の記事で、CRP の正常値を｢0.3-0.5 mg/dl｣

と書きましたが、正しくは｢0.3mg/dl 以下｣ の誤り

でした。お詫びして訂正いたします。

　急性炎症は CRP を、慢性微小炎症は hsCRP を

参考にするとよいということです。

　さて、口や喉の慢性微小炎症が他の臓器に飛

び火して炎症を起こすことがあります。これを病

巣感染と呼びますが、有名なのは歯の根っこの先

の根尖病巣という慢性感染症から心内膜炎を発

症する例です。

　歯周病も根尖病巣も細菌感染による慢性微小

炎症ですが、糖尿病と同じように細菌が血管内に

入って菌体と共に内毒素も出し、他の臓器・器官に

悪影響を及ぼします。この他にも、関節リウマチ、腎

炎、慢性虫垂炎、潰瘍性大腸炎、胃潰瘍、泌尿・生

殖器系感染症、妊娠トラブル、皮膚炎・喘息などの

アレルギー疾患などが知られています。

　ほとんど症状を感じることのない、歯周病や根

尖病巣などの口の中の炎症が、いつの間にか、全

身をむしばむ病気のもとになっている可能性があ

るのです。

　口の中の慢性感染症は長くとどまらせない方が

いいのです。これからの歯科の役割の一つは、いか

にして地域住民の口の中の慢性微小炎症を市民と

共にコントロールしていくかに集約されるのです。

 役場からのお知らせ N e w s

歯を大切に

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
家
賃

　

毎
年
度
、
入
居
者
の
所
得
状
況
な
ど

か
ら
算
定
し
ま
す
。

▼
住
宅
の
設
備
に
つ
い
て

【
義
農
ア
パ
ー
ト
・
平
松
住
宅
】

　

浴
室
は
あ
り
ま
せ
ん
。テ
レ
ビ
用
ア
ン

テ
ナ
は
入
居
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

【
江
川
・
改
良
住
宅
】

　

浴
室
は
あ
り
ま
す
が
、浴
槽
・
給
湯
設

備
な
ど
は
入
居
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　

５
月
13
日（
月
）
～
31
日（
金
）　

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
、
次
の
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し （
本
籍

　

地
と
続
柄
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
平
成
30
年
度（
29
年
中
の
所
得
）
の

　

所
得
証
明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
示

　

に
よ
り
原
則
、
省
略
可
）

・
市
町
村
税
の
完
納
証
明
書

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

※
入
居
は
、８
月
以
降
と
な
る
予
定
で
す
。

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

ま
ち
づ
く
り
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
２
２

▼
対
象
者 （
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人
）

①
町
内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
こ
と

②  

同
居
す
る
親
族（
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
人
や
近
く
婚
約
す
る
人

を
含
む
）が
い
る
こ
と
。
家
族
を
故
意
ま

た
は
不
自
然
に
分
離
、
合
併
を
す
る
世

帯
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
単

身
入
居
を
認
め
ま
す
。

・
60
歳
以
上
の
人

◦
身
体
障
が
い
者（
手
帳
１
～
４
級
）

◦
生
活
保
護
者
な
ど

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
員
の
収
入

合
計
月
額
が
、条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準

（【
一
般
世
帯
】町
営
住
宅
15
万
８
０
０
０

円
・
改
良
住
宅
11
万
４
０
０
０
円
）内
で

あ
る
こ
と

④
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

⑤
市
町
村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑦
町
営
住
宅
の
明
け
渡
し
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
が
な
い
こ
と

⑧
入
居
契
約
時
に
家
賃
３
カ
月
分
の
敷

金
を
納
め
ら
れ
る
こ
と

⑨
入
居
契
約
時
に
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
２
人
の
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

・
原
則
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

・
入
居
申
込
者
と
同
程
度
以
上
の
収
入

　

が
あ
る
こ
と

・
保
証
人
同
士
が
別
世
帯
で
あ
る
こ
と

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募集住宅名 住所 階層 部屋数 浴室 トイレ 駐車場 共益費 家賃

1 町営住宅
義農アパート120 号 筒井 1360 2 階 2 Ｋ なし 水洗 なし あり 4,900 ～ 16,200 円　

2 町営住宅
平松住宅 139 号 浜 880 1 階 2 Ｋ なし 水洗 なし あり 5,000 ～ 19,900 円　

3 町営住宅
平松住宅 142 号 浜 880 2 階 2 Ｋ なし 水洗 なし あり 5,000 ～ 19,900 円　

4 町営住宅
江川住宅 312 号 筒井 1260 4 階 ３ＤＫ あり 水洗 なし あり 10,500 ～ 30,400 円　

5 町営住宅
江川住宅 316 号 筒井 1260 4 階 ３ＤＫ あり 水洗 なし あり 10,500 ～ 30,400 円　

6 町営住宅
江川住宅 404 号 筒井 1260 4 階 ３ＤＫ あり 水洗 なし あり 11,100 ～ 28,100 円　

7 町営住宅
江川住宅 420 号 筒井 1260 4 階 ３ＤＫ あり 水洗 なし あり 11,100 ～ 28,100 円　

8 改良住宅 10-4 号 筒井 1253 2 階 ３ＤＫ あり 水洗 なし あり 17,000 円

　

平
成
30
年
度
中
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｂ

Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
）
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
や
ご
要
望
は
27
件
で
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町

政
に
対
す
る
ご
意
見
か
ら
施
策
な
ど
を

見
直
し
、
松
前
町
を
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
町
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
は
、
担
当
課
が

文
書
や
電
話
な
ど
で
可
能
な
限
り
回
答

し
、改
善
を
目
指
し
ま
す
。

【
30
年
度
改
善
例
】

（
意
見
）私
有
地
の
庭
木
が
道
路
に
張
り

出
し
て
い
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
。→
現

場
に
出
向
き
剪せ

ん

定て
い

済
み
で
あ
る
こ
と
を

確
認
。そ
の
後
、広
報
ま
さ
き
で
庭
木
の

剪
定
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
前
町
は
あ
な
た
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
町
で
し
ょ
う
か
。
ご
意
見
や
ご

要
望
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
提
出

の
際
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な

ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
意
見
・
要
望
方
法
】

▼
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　

役
場
庁
舎　

１
階
ロ
ビ
ー

▼
郵
送

　

〒
７
９
１
―
３
１
９
２

　

松
前
町
大
字
筒
井
６
３
１
番
地

　

松
前
町
役
場　

総
務
課
広
報
情
報
係

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

９
８
５
―
４
１
４
８

※
メ
ー
ル
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
各

担
当
係
宛
に
送
信
で
き
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、広
報
紙
な
ど
で

紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
広
報
情
報
係

☎
９
８
５
―
４
１
３
２

平
成
30
年
度
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
27
件

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼フレッシュ BOX

寄せられた意見の内訳

道路・水路整備 1 件

環境・ごみ問題 8 件

教育・文化 3 件

施設管理 1 件

防災 6 件

窓口対応など 4 件

その他（町の管理してい
ない施設への要望など） 4 件

合計 27 件

FAX でのお問い合わせ　985-4148 ㈹
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メールやアプリの登録を

無線の内容を配信します 　

　　  　      松前町公式防災

　

　　  　      フェイスブックページ

　

防災行政無線を操作する機械を更新し、皆

さんのスマートフォンや携帯電話にも防災行政

無線の情報を配信できるようになりました。

　情報を受け取るにはアプリ

のインストールや事前の登録

が必要です。この機会にぜひ

登録をお願いします。

▲

メール配信の登録方法
①登録サイトへ接続

②登録サイトの画面を操作し、空メールを送信

③返信メールを開封し、URL をクリック

④ ｢全て選択｣ をチェックし、｢次へ｣ を選択

⑤ ｢広域地域｣ → ｢松前町｣ をチェック

⑥メールの内容を選択（全て選択）

⑦登録完了

▲

アプリの設定方法
①スマートフォンにアプリ ｢防災情報全国避難

所ガイド｣ をインストール

②アプリを起動し、｢設定｣ から ｢地域防災情

報｣ を選択

③右上の ｢＋｣ ボタンから、｢愛媛県｣ → ｢

伊予郡松前町｣ → ｢全地域｣ を選択

④設定完了

◉ App  Store

松前の
防災力
総務課危機管理係
☎　985―4103
FAX　985―4148

新戦力の消防団13人に任命書を交付
　松前町消防団新入団員任命書交付式は 4 月 1 日、松前防災センターで行われ、嘉
村重雄団長から 13 人に任命書が交付されました。
　新入団員は、｢自分たちのまちは自分たちで守る｣ という精神のもと、消防・防災に
関する知識や技術を取得し、地域防災の中核的存在として活躍します。

31 年度

新入団員

（敬称略）

　 住宅用火災警報器の設置率調査と適切な維持管理方法を理解して
もらうために、下記の通り調査を行います。ご協力をお願いします。

▼ 実施期間　5 月 1 日㊌～ 5 月 31 日㊎

▼ 対象世帯　70 世帯　※無作為に抽出します。

▼ 訪問調査員　松前消防署職員（訪問時には、身分証を提示します）

▼質問内容　住宅の形態、住宅用火災報知機の設置状況・作動確認
　　　　　　と結果・取り付けについて
※詳しくは、伊予消防等事務組合ホームページ（http://119iyo.jp/）まで。

ご協力をお願いします

住宅用火災警報器
設置状況調査

Information

松前消防署　☎ 984―3404
　　　　　FAX  984―4011

消防署
だより

第９分団西高柳班

宮
み や

田
た

　茂
し げ

樹
き

第９分団塩屋班

藤
ふ じ

井
い

　智
と も

樹
き

第９分団北川原班

茂
し げ

川
か わ

　尚
な お

也
や

第９分団西高柳班

岡
お か

田
だ

　和
か ず

徳
の り

第６分団大溝班

高
た か

市
い ち

　皓
こ う

太
た

第６分団横田班

美
み

佐
さ

田
だ

　拓
た く

也
や

第 5 分団神崎班

森
も り

實
ざ ね

　大
だ い

輔
す け

第 6 分団永田班

宮
み や

内
う ち

　博
ひ ろ

之
ゆ き

第 8 分団昌農内班

小
こ

泉
いずみ

　明
あ き

徳
の り

第 3 分団筒井班

西
に し

田
た

　尚
ひ さ

裕
ひ ろ

第 5 分団神崎班

髙
た か

市
い ち

　守
まもる

第 1 分団南黒田班

青
あ お

井
い

　淳
じゅん

也
や

第 2 分団宗意原班

石
い し

﨑
ざ き

　祐
ゆ う

司
じ

◉ Google  Play
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 I nformation  各機関からのお知らせ

消費者力アップ通信

安心して役場の相談窓口にご相談ください！
相談は秘密厳守。匿名でも相談できます。情報提供も受付中です。

▽ 消費者ホットライン ☎ 188（9 時～ 17 時）

▽ 消費生活相談窓口（産業課内）☎ 985-4120　FAX 985-4148
毎週火曜日、第 1金曜日は専門の相談員が対応します。

【アドバイス】
○　｢地方裁判所管理局｣ という組織は存在しません。裁判所とは一切関
　係ないので無視しましょう。
○　桐花紋が入っていても公的機関からの請求ではありません。
○　はがきに記載された電話番号には、絶対に電話しないでください。
○　不安を感じたら、消費者ホットラインに相談しましょう。

【相談事例】
　「地方裁判所管理局」が差出人のはがきが届いた。

　「特定消費料金未納に関する訴訟最終告知のお知らせ」と書かれ、日本

国政府の紋章として使われる桐
とう

花
か

紋
もん

が印刷されている。｢今日中に本人から

連絡がない場合は裁判をする｣ と記載されているが、どうすればいいか。

裁判所を名乗る
架空請求はがきにご注意を

1
2
3
共
通
事
項

▼
申
し
込
み
方
法　

松
前
公
園
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公
民
館
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
い

ず
れ
か
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
前
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
内
）

　
　

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

【
場
所
】
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階　

第
２

研
修
室

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
は
大
会
で
加
入
。

募 

集

3
松
前
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▼
日
時　

６
月
９
日（
日
）８
時
30
分
～

▼
場
所　

松
前
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
種
目　
一
般
男
子（
Ａ
・
Ｂ
）、一
般
女
子

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
の
人
、
町
内

の
テ
ニ
ス
団
体
に
所
属
し
て
い
る
人

▼
締
め
切
り　

６
月
２
日（
日
）

▼
日
時　

６
月
16
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
公
園
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
種
目　

①
女
性
の
部
…
女
性
７
人
以
上
で
編
成

②
一
般
の
部
…
男
性
２
人
、
女
性
４
人

以
上
の
７
人
以
上
で
編
成

※
①
②
と
も
コ
ー
ト
内
は
６
人
で
試
合

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
学
生
や
生
徒
も
可
）

▼
締
め
切
り　

６
月
５
日（
水
）17
時

▼
代
表
者
会　

【
日
時
】６
月
11
日（
火
）19
時
～

【
場
所
】文
化
セ
ン
タ
ー
２
階　

第
１
研

修
室 1

第
31
回

　

松
前
町
レ
ク
・
バ
レ
ー
大
会

▼
日
時　

７
月
７
日（
日
）・
７
月
14

日（
日
）９
時
～　

※
予
備
日　

７
月
21
日（
日
）

▼
場
所　

松
前
公
園
多
目
的
広
場
、

松
前
中
学
校
、
北
伊
予
中
学
校

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
・
在
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
人（
学
生
、
現
役

の
社
会
人
野
球
選
手
は
不
可
）

▼
締
め
切
り　

５
月
30
日（
木
）17
時

▼
代
表
者
会　

【
日
時
】６
月
６
日（
木
）19
時
～　

2
松
前
町
軟
式
野
球
大
会

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
を
便
利
に
納
付

お
知
ら
せ

２
０
１
９

重
信
川
総
合
水
防
演
習

　

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
水
防
工

法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
地
元
消
防
団

や
自
主
防
災
組
織
と
一
緒
に
、見
て
、学

ん
で
、
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

５
月
12
日（
日
）９
時
～
12
時

※
雨
天
決
行（
た
だ
し
気
象
警
報
発
令
時

は
中
止
）

▼
場
所　

松
山
市
井
門
町（
松
山
自
動

車
道
重
信
川
橋
下
流

右
岸
河
川
敷
）

▼
内
容　

水
防
工

法
、
人
命
救
助
訓

練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧
、
防
災
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
）

訓
練
を
行
い
ま
す
】

▼
日
時　

５
月
12
日（
日
）10
時
ご
ろ

　

重
信
川
流
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

へ
、水
防
演
習
の
一
環
で
緊
急
速
報
メ
ー

ル（
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
）訓
練
を
行
い
ま

す
。
災
害
時
の
避
難
行
動
を
意
識
し
、

受
信
メ
ー
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
信
後
実
際
に
避
難
行
動
を
取

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
配
信
対
象
地

域
の
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

強
制
的
に
配
信
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
警
告
音（
チ
ャ
イ
ム
音
）が
鳴
り

ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
松
山
河
川
国
道
事
務
所

☎
９
７
２
―
０
０
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
７
２
―
８
０
５
６

6月30日まで大麻・けし撲滅運動実施中

麻薬の原料  禁止の「けし」にご注意を
　｢けし｣ には植えることが法律で禁止されている種類があ
ります。見かけたら、すぐに除去するか、連絡してください。

▼アツミゲシ（セティゲルム種）
   ・花は薄紫色で、花びらは 4 枚
   ・草丈は 50 ～ 100 センチ程度
   ・葉、茎、つぼみの外観は緑色で、
      上部の葉は柄がなく、その基部は茎を抱き込むような形

▼ケシ（ソムニフェルム種）
   ・花は桃色の八重咲きが多い
　  一重咲きもある
   ・草丈は100 ～ 160 センチ程度
  ・葉、茎、つぼみはキャベツ葉のような色。葉は、互い違いに
　 茎につき、上部は柄がなく、その基部は茎を抱き込むような形

問中予保健所企画課医療対策係　☎ 909-8755

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
相
談

　

６
月
１
日
～
７
日
は「
愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」
で
す
。
期
間
中
、
特

設
で
エ
イ
ズ
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
に

対
す
る
相
談
、
匿
名
で
の
血
液
検
査
を

行
い
ま
す（
無
料
、
秘
密
厳
守
）。

　

こ
の
機
会
に
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
悩

み
や
疑
問
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
エ

イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
誤
解
や

　

今
年
度
の
自
動
車
税
定
時
課
税
分
か

ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ｢

Ｐ

ａ
ｙ
Ｂ｣

、｢

ヤ
フ
ー
ア
プ
リ｣

や｢

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ  

Ｐ
ａ
ｙ｣

を
使
っ
て
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

・
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
手
続
き
を
し

て
い
る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
車
検
が
近
い
な
ど
す
ぐ
に
納
税
証
明

書
が
必
要
な
場
合
は
、
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
か
ら
納
付
し
て
、
納
税
通
知
書

右
側
の
証
明
書
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
予
地
方
局
税
務
管
理
課

☎
９
０
９
―
８
７
５
２

偏
見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
特
設
相
談
・
検
査
日
時　

６
月
１
日（
土
）　

13
時
～
14
時

※
検
査
結
果
は
当
日
の
14
時
30
分
～
15

時
30
分
に
発
行
し
ま
す
。

▼
定
期
相
談
・
検
査
日
時

毎
週
水
曜
日　

13
時
～
14
時

※
検
査
結
果
は
当
日
の
15
時
～
16
時
に

発
行
し
ま
す（
追
加
確
認
検
査
が
必
要
な

場
合
は
後
日
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

▼
場
所
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

中
予
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
対
策

係（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地
）

☎
９
０
９
―
８
７
５
７

ス
ポ
ー
ツ
講
座

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ　

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

　

ダ
ン
ス
ス
テ
ッ
プ
と
音
楽
を
融
合
さ

せ
た
初
心
者
向
け
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
、

一
緒
に
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

９
月
～
12
月
で
全
12
回　

13

時
05
分
～
13
時
50
分

▼
場
所　

松
前
公
園
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▼
定
員　

50
名（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

・
町
内
在
住
の
人　

２
４
０
０
円

・
町
外
在
住
の
人　

２
８
８
０
円

▼
保
険
料　

１
人
当
た
り
６
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間　

７
月
１
日（
月
）

～
８
月
31
日（
土
）

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

松
前
公
園
体
育
館（
担
当
：
野
村
）

☎
９
８
４
―
７
２
２
７

▼
日
時　

７
月
13
日（
土
）

▼
場
所　

ア
ク
ア
パ
レ
ッ
ト
ま
つ
や
ま

第
14
回
愛
媛
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
水
泳
参
加
者
）

（
松
山
市
市
坪
西
町
６
２
５
番
地
１
）

▼
競
技
種
目　

①
自
由
形
、
②
背
泳

ぎ
、
③
平
泳
ぎ
、
④
バ
タ
フ
ラ
イ
、
⑤

４
×
50
ｍ
リ
レ
ー
、
⑥
４
×
50
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー

※
①
～
④
は
25
ｍ
、
50
ｍ
あ
り
。

▼
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
13
歳
以
上

の
身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者（
４

月
１
日
現
在
）

▼
締
め
切
り　

５
月
31
日（
金
）

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
９
８
５
―
４
１
５
５

緊急速報メール

【見本】
（件名）
【訓練】河川氾濫のおそれ

【これは訓練です】

（本文）

重信川の水位が上昇し、出合水位

観測所で避難勧告等の目安となる

｢氾濫危険水位｣に到達しました。

堤防が壊れるなどにより浸水のお

それがあります。

　防災無線、テレビ等で自治体の

情報を確認し、各自安全確保を図

るなど適切な防災行動をとってく

ださい。

　本通知は、四国地方整備局より

浸水のおそれのある市町村に配信

しており、対象地域周辺において

もこれを受信する場合があります。

　これは訓練です。

（国土交通省）
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【
家
族
で
脳
ト
レ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】

　

皆
さ
ん
は
、「
回
想
法
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ

れ
は
、
１
９
６
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
医
、
ロ

バ
ー
ト
・
バ
ト
ラ
ー
氏
が
提
唱
し
た
心
理
療
法
で
す
。

過
去
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
誰
か
に
話
す
こ
と
で
脳

を
活
性
化
し
、
精
神
状
態
を
安
定
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
な
ど
を
抱
え
る
高

齢
者
の
治
療
法
と
し
て
、
日
本
に
も
広
ま
り
ま
し
た
。

　

回
想
法
に
は
介
護
施
設
な
ど
で

専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
グ

ル
ー
プ
で
行
う
も
の
と
、
個
人
で
行

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
特
別
な

知
識
が
な
く
て
も
家
庭
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
で
回
想

法
を
使
っ
た
脳
ト
レ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼
家
族
で
回
想
法
を
行
う
手
順

①
本
人
が
子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
で
い
た
お
も
ち
ゃ
、

昔
の
写
真
や
若
い
頃
に
流
行
し
て
い
た
映
画
・
音
楽

の
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
、
過
去
を
思
い
出
し
や
す
く

す
る
た
め
の
道
具
を
用
意
す
る
。

②
①
の
道
具
を
活
用
し
、
家
族
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
本
人
の
思
い
出
話
に
耳
を
傾
け
る
。

▼
回
想
法
で
期
待
で
き
る
効
果

　

回
想
法
の
有
効
性
は
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
で
検
証
さ
れ
、
回
想
法
を
実
行
し
た
人
は
し
な

か
っ
た
人
に
比
べ
て
認
知
機
能
が
改
善
し
た
と
い
う

結
果
も
出
て
い
ま
す
。
回
想
す
る
こ
と
で
自
分
の
人

生
の
価
値
を
再
発
見
し
た
り
、「
話
す
」「
聞
く
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」と
い
う
行
為
で
記
憶
を

維
持
し
た
り
す
る
な
ど
、
孤
独
感
や
不
安
を
軽
減
し
、

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

包  括 支 援 セ ン タ ーcommunity  general  support  center

公民館からのお便り

Information

　結核は、過去の病気ではありません。
　患者数・罹

り

患
かん

率ともに年々減少している一方で、昭
和 20 年代までに罹患した人が潜伏期間を経て免疫力
の低下に伴い発症するケースが増えています。また、
新たな結核患者の約 7 割が 60 歳以上、約 4 割が 80 歳
以上の高齢者です。
　結核は、結核菌を持つ患者がせきをして空気中に菌
が飛び散り、それを周りの人が吸い込むことによって
感染します。早期発見は、本人の重症化を防ぐだけで
はなく、大切な家族や友人などへの感染拡大を防ぐこ

とにもつながります。町の総合健診を利用するなどし
て、ぜひこの機会に結核検診を受けましょう。

▼町で受けられる結核検診
　町で実施している総合健診のうち、肺がん検診が
結核検診を兼ねています。65 歳以上の人が対象です。
　申し込み方法などの詳細は、広報まさき 3・5 月号
の折り込みチラシを確認してください。

▼申込先・問い合わせ　
　健康課保健センター係　☎ 985-4118

結核検診を受けましょう

◉福祉センター２階　健康課保健センター係で血圧測定・健康相談ができます。

事業名 月　日 時　間 場所 内　容

個 別
栄 養 相 談

  5 月   8 日㊌ 9 時～ 12 時

 福祉
 センター
  2 階

申　

込　

制

糖尿病などの食事指
導と相談
※ 1 週間前までに申
し込みを
※ 1 人 1 時間

5 月 21 日㊋ 13 時～ 16 時

  6 月   5 日㊌ 9 時～ 12 時

デ イ ケ ア
（精神保健）

5 月 10 日㊎
9 時 30 分～ 15 時 レクリエーション

創作活動など
6 月   7 日㊎

FAX ９８５－４１５８
☎ ９８５－４１１８

健   康
オトナの

 保健センター
Health management

福祉センター　２階   　　☎ ９８５―４２０５
FAX ９８５―４２０６

東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
４

－

１
４
５
７

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
―
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
４

－

９
３
９
８

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
―
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
４

－

５
３
１
３

　

3
月
10
日
、
北
公
民
館
で
町
民
企
画
講
座
ド
リ
カ

ム
岡
田
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
わ
く
わ
く
夢
工
房
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
公
民
館
で
の
開
催
は
2
年
ぶ
り
。
同
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
古
着
、
小
物
や
日
用
品
な
ど
の
物
品
販
売
の
ほ
か
、

平
成
30
年
度
に
ド
リ
カ
ム
岡
田
の
講
座
内
で
作
っ
た
一い

っ

閑か
ん

張ば

り
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
軽
食
の

販
売
や
飲
食
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
が
ゆ
っ

く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
想
定
よ
り
少
な
い
客
足

で
し
た
が
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
掘
り
出
し
物

を
探
し
た
り
、
食
事
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
穏
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
26
日
、
西
公
民
館
で
、
住
民
参
加
に
よ
る
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
実
際
に
１
１
９

番
に
通
報
す
る
と
こ
ろ
か
ら
避
難
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
。

訓
練
通
報
で
は
、
職
員
が
消
防
本
部
に
火
災
の
発
生
状

況
や
負
傷
者
の
有
無
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来

館
者
役
の
地
域
の
人
た
ち
が
職
員
に
誘
導
さ
れ
な
が
ら

避
難
を
実
施
。
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
口
元
を
押
さ
え
、
姿

勢
を
低
く
し
て
建
物
の
外
ま
で
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
伊
予
消
防
署
職
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
消
火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

誰
で
も
火
災
な
ど
の
災
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
避
難
訓
練
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
も
し
も
の
と
き

に
備
え
る
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
2
日
、
東
公
民
館
の
駐
車
場
で｢

ふ
れ
あ
い
移

動
動
物
園｣

を
開
園
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
１
１
０
人
も
の

人
が
来
園
し
た
同
動
物
園
。
子
ど
も
た
ち
は
ポ
ニ
ー
の

乗
馬
体
験
の
ほ
か
、
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
を
抱
っ
こ

し
た
り
、
カ
メ
に
触
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
誘
わ
れ
て
、
大
人
た
ち
も

恐
る
恐
る
ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
に
触
る
な
ど
、
親
子
で
動
物

た
ち
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

動
物
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
心
臓
の
鼓
動
や
温
か

さ
を
肌
で
感
じ
た
子
ど
も
た
ち
。
動
物
に
も
人
間
と
同

じ
よ
う
に
大
切
な
命
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、「
来
年

も
動
物
た
ち
に
会
い
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話

し
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
移
動
動
物
園

避
難
訓
練

わ
く
わ
く
夢
工
房
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
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◆  特集コーナー「本で旅する」
　旅行記、エッセイ、旅の小説や写真集などを集
めました。本を読んで、旅行気分を味わってみませ
んか。

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

道後公園巡りⅠ

168

５月の歴史散歩は、休みます。

1 伊予絣功労者頌徳碑 
　石組みの大きさからも二人の偉
業がしのばれる
2 湯築城内堀跡と伊佐庭如矢頌
徳碑
　松山城に向かって建てられている1

2

◆  初開催 仕掛けだらけのおはなし会

　絵本に関する高度な知識を持った絵本の専門家、
｢絵本専門士｣ を迎え、｢仕掛けだらけのおはなし会｣
を開催します。
　マジックシアターなど小道具を使った楽しいおはな
し会です。ぜひ参加してください。

　師走らしい冷たい風の中だが、道後公園巡りに出掛け
た。動物園が移転し、湯築城跡が整備されてからは私に
とって初めての道後公園となる。今回は、松山歩こう会
主宰の宮武純一氏の案内で、身近にありながらもよくは
知らない公園に興味がいや増す。
　公園西側の電停側から入り、まず左手（北）に進む。整備
された池だと思っていたのは湯築城の内堀跡であるとのこ
と。石手川を利用したものと思われる。さらに進むと開花宣
言でおなじみの立派な標本木「植物季節観測用標本樹（桜）」
がある。この桜並木の中に立派な ｢伊予絣

かすり

功労者頌徳碑｣が
ある。伊予絣といえば鍵谷カナが有名だが、松山城下松前
町に住む菊屋新助が享和年間 (1801 ～ 1804 年 ) に開発した
高
た か

機
ば た

織機により生産量が飛躍的に増え、全国に名を広げた
とのこと。頌徳碑は二人をたたえたものである。この菊屋
新助の業績は知らなかったので大きな収穫である。続いて
｢伊佐庭如

ゆ き

矢
や

頌徳碑｣へ。如矢は、政府の廃城令に猛反対し
松山城を守ったほか、道後湯之町の初代町長に就任するや、
周囲の反対を押し切って道後温泉本館建設に加え、道後三
津間の鉄道開設や道後公園整備など、今日の道後繁栄の基
を築いた大恩人である。頌徳碑は安倍能成が揮

き

毫
ご う

している。
歩を進めると、俳句の町松山らしく句碑があちこちに建てら
れており、公園として景観を楽しむ一方で、視点を変える
となかなか学びの多い公園である。次号に続く。　（麻生記）

◆  5 月 30 日まで絵本カーニバル開催中

　「読まなきゃ！」と読み聞かせが負担になっていま
せんか。肩の力を抜いて、まずはパパやママが絵本
を楽しんでみましょう。

｢よみきかせにぴったりの絵本｣

▼

 モリくんのいちごカー
　かんべあやこ・作
　くもん出版

１歳です。よろしくね１歳です。よろしくね
開館時間　9 時 30 分～ 19 時
問い合わせ　　  ☎ 985-4140
　　　　　       FAX 985-1386
https://www.masaki-bunka.jp/
5 月の休館　31 日㊎

ラ イ ブ ラ リ ーふるさと
本を楽しもう

仕掛けだらけ
のおはなし会
11日   ㊏11時～
文化センター
2階

武
たけ

智
ち

　真
しん

司
じ

 くん

中川原
平成 30 年 5 月 24 日生

（父）直樹さん　（母）倫子さん

毎日その笑顔にいやされてる
よ。強く優しい子になってね。

加
か

藤
とう

　怜
れい

 ちゃん

筒井
平成 30 年 5 月 23 日生

（父）祐亮さん　（母）紗希さん

たくさん遊んでいっぱい笑っ
て元気に育ってね♡

背景が明るい横長の写真（デジタルデータも可。USB 不可）を持参してください。＊先着 6 人です。
募集期間　5 月 7 日㊋～ 5 月 31 日㊎ 　 　 ▼総務課広報情報係　☎ 985-4132

7 月に１歳になるお子さん募集

おうちで給食

recipe
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◦ 作り方 ◦

４ 鍋にサラダ油を入れて熱し、鶏肉とジャガ芋、ニンジ
ンを炒め、だし汁を加えて煮る。

厚揚げは 1cm 幅、こんにゃくは 0.5cm 幅の短冊切り、
鶏肉は一口小、ニンジンは皮をむいて乱切りにする。３

ジャガ芋に竹串が入るくらいになったら、厚揚げとこん
にゃく、ソラマメを加える。５

ジャガ芋は皮をむいて一口大に切り、水につけておく。２

全体に火が通ったら A を加え、弱火で 10 分ほど煮含
める。6

ソラマメは、さやから取り出しておく。1

ソラマメのうま煮

【エネルギー 297kcal（1 人当たり）】

◦ 材料 ◦　（4 人分）

ソラマメ （さや付き）… 300g
ジャガ芋…………………… 3個
厚揚げ…………………… 1枚
こんにゃく ……………… 1/3 枚
鶏肉 ……………………… 100g
ニンジン ………………… 1/2 本
サラダ油…………… 大さじ1

だし汁 ………………… 1カップ
砂糖 …………… 大さじ1・1/2
薄口しょうゆ………… 小さじ2
濃口しょうゆ ………… 小さじ2
みりん…………… 小さじ1・1/2
塩 ………………………… 適 量

町の特産品 ｢ソラマメ｣ を使ったレシピです。
柔らかく煮込んでいるので、子ども
から年配の人までおいしく食べられ
ます。
旬の味覚を味わってください。

 

A

▶ パリから一泊！フランスの
　美しい村
　粟野真理子・著 / 集英社

▶
 美しいものを見に行くツアー

　ひとり参加
　益田ミリ・著 / 幻冬舎

▶
 海近旅館

　柏井壽・著
　小学館問　松前史談会（麻生）☎ 090-4472-8136
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皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は2060年に25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,575 人     
女性   16,239 人    
合計   30,814 人    
世帯   13,423 世帯

( － 37）
( － 3）

( － 40）
( ＋ 9）

人の動き
 （Ｈ31.3.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   5 月 31日金    口座振替  5 月 27 日月

軽 自 動 車 税　　 　　　　　　　   　   全 期 

本年度、結婚 50 年の節目を迎える喜安さん夫妻＝恵久美＝。
憲一さんは、「夫婦で一緒に商売をしていたので、長いようで短
かった」と半世紀を振り返ります。

｢自営業なので自由な時間もなかったが、夫婦で助け合ってここ
まで来られた｣と洋子さんへの感謝を語る憲一さん。すると洋子さ
んが｢夫には頑張り賞をあげたいです｣とほほ笑みながら、｢表彰式
に出掛ける前、50 年間の 『ありがとう』を伝えました｣と話します。

Shining person in Ma
saki

Shining person in M
asa
ki

Shining person in Ma
saki
Shining person in Ma

saki

Shining person in Ma
saki
Shining person in Ma

saki

Shining person in Ma
sakiShining person in Ma

saki

金婚式を迎えた夫婦を紹介
50 年  とこれから
私たちの

（写真左から）

喜安  憲一 さん   Kiyasu  Kenichi

喜安  洋子 さん   Kiyasu  Youko

同じ仕事をしてきたこともあり、夫婦間で話題を欠く
ことはなかったという喜安さん夫婦。｢その分けんかも多
かったけど、お互いに理解できるところがあったからこそ
2 人で乗り越えられました｣と目を細めます。
　｢これからも健康に気を付けて、仲良く長生きしたい｣と
笑う喜安さん夫婦。グランドゴルフを楽しむなど、地域の
行事に積極的に参加し、地域の人たちとの関わりを大切
にしながら、今後も２人並んで楽しい人生を歩んでいき
ます。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
ながえ・たくろう　言語聴覚士。趣味は料理。大阪府出身神崎育ち
ながえ・あすか　理学療法士。花や野菜を育てるのが好き。高知県
　出身
ながえ・ゆうな　中 1 の終わりから続けているラグビーに夢中。高 2
ながえ・ともか    音楽を聞いたり踊ったりするのが好き。小 6
ながえ・はづき  ピアノが得意。おにごっこなど外で遊ぶのが好き。
　小 5
ながえ・はるか　縄跳びが好き。得意なのは後ろあや跳び。小 2
ながえ・ちさと　保育園でこま遊びにはまっている。5 歳

　神崎に住む永江さんファミリー。7 人でよく買い物、公園や
キャンプに出掛けるなど、お出掛け好きの仲良し家族です。
　｢料理は母に教わった｣ と話す拓朗さんは、家族でキャンプ
に出掛けるときに、生地から手作りしたピザを振る舞ってい
ます。そんな料理好きの拓朗さんが作る中で一番好きなもの
を、｢マーボー豆腐！｣ と笑って答えるのは葉月さん。4 歳か
らピアノを習っている葉月さんは ｢ショパンの『革命』が弾け
るようになりたい｣ という目標に向かって頑張っています。1
歳上の智花さんも3 年生のときから金管バンド部でユーフォ
ニウムを担当するなど、音楽好きな仲良し姉妹です。
　一緒に寝る権利をかけて大げんかをするほどママが大好
きなのは、遥香ちゃんと千里くん。そんなにぎやかな弟と妹
たちを兄の優那さんが優しく見守ります。家では穏やかな優
那さんですが、所属するラグビー部では恐れることなく相手
に立ち向かう一面も。そんな優那さんのために、理学療法士
の明日香さんが筋トレのアドバイスをしたり栄養満点のお弁
当を作ったりしながらサポートをして―。永江さんファミリー
は、今後もお互いを思いやりながらきずなを深めていきます。
　次回は、明日香さんと智花さんのお友達、野村由香さん、
乙葉さん＝神崎＝ファミリーをご紹介します。

永江拓朗さん 明日香さん 優那さん 

　　智花さん 葉月さん 遥香ちゃん 千里くん 
（神崎）

▼
編
集
後
記

 　

小
中
学
校
の
入
学
式
と
幼

稚
園
の
入
園
式
の
取
材
に
行
っ

て 

来
ま
し
た
。
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
新
入
生
の
元
気
な

姿
を
見
て
、 自
分
に
も
こ
ん
な
時

期
が
あ
っ
た
な
と
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
り
な
が
ら
カ
メ
ラ
を

構
え
て
い
ま
し
た
。         （
松
本
）

　

今
回
の
特
集
取
材
で
は
、町
内

を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
な
が
ら
突
撃
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
挑
戦
。
皆
さ
ん
快
く

答
え
て
く
れ
た
り
、｢

広
報
見
て

る
よ｣

と
励
ま
し
て
く
れ
た
り
―
。

た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
い
、新

時
代
の
幕
開
け
に
ぴ
っ
た
り
の
楽

し
い
取
材
と
な
り
ま
し
た
。 （
酒
井
）

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
「詩吟の上級者になりたい」

（写真左から）  三
み

谷
たに

樹
いつ

輝
き

さん・筒井、　鈴
れ

実
み

さん・宗意原、

大
おお

森
もり

茉
ま

優
ひろ

さん・新立、原
はら

子
こ

結
ゆ

名
な

さん・北黒田

　松前小学校６年生の仲良し４人組。彼らが夢中になって頑
張っているのは日本の伝統芸能、｢詩吟｣ です。
　詩吟を始めたきっかけを、｢小学校 3 年生のとき、学校に教え
に来てくれた先生に誘われたから｣ と話す4人。毎週水曜日の
放課後、学校の家庭科室で練習に励んでいます。
　普段耳にする音楽と違い、独特の音程と声の出し方で歌を表
現する詩吟。「声を出すときに正しい口の形にしないといけない
のが難しい｣と樹輝さんが話すように、一度歌い方に癖がつくと
修正するのが大変です。一方詩吟を始めるまで自分に自信がな
かったという結名さんが、「だんだん自信がついて授業中にも発
表できるようになった」と笑うように、人前で練習の成果を披

露することは学校生活にも良い影響を与えています。
　これからの目標を、「みんなでもっと練習して、詩吟の
上級者になりたい」と意気込む茉優さんに、｢しっかり音
程を覚えて後輩に教えられるようになりたい｣ とほほ笑
む鈴実さん。｢ずっと詩吟を続けたい｣ と力強く話す4人
は、詩吟を通じて仲間と過ごす時間を大切に、技術的に
も精神的にも大きく成長していくことでしょう。

｢平成 31年度｣ は ｢令和元年度｣ と読み替えを

　町から皆さんに発送する文書には、元号（和暦）を使用し
ています。
　5 月1日以降に町から発送する文書には原則として ｢令和｣
と表記しますが、事務処理の都合上、5 月1日以降の日付で
も一部 ｢平成 31年度｣ と表記するものもあります。
　｢平成｣ と表記されていても、法律上の効果は変わりませ
んので、｢令和｣ と読み替えていただくようお願いします。

かん
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　　ってこーわい No. 128

「重松義
よし

宜
のり

さん」
100年前と現代をつないで―
着物の魅力を発信したい

■松前町ホームページアドレス　https://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/mobile

　永田交差点から県道砥部伊予松山線を北方向
へ入りしばらく進むと、右手に見えてくる｢七草｣
と書かれた看板。｢何のお店だろう｣と誘われて路
地を進むと左手にレトロな外観の建物が―。和装・
着物・古美術などを扱っているお店です。
　出迎えてくれたのは重松義宜さん＝永田＝。普段
は各地のせり場で買い付けた着物の販売や着用時
の見立てなどを行っています。
　明治時代に作られたアンティークの着物を眺
めながら、｢昔の職人はとても仕事が細かいんで
す｣ と話す義宜さん。｢自然のもので生地を染め
ていたり、アクセントに手縫いの刺しゅうを施し
ていたり、一つ一つに職人の思いが詰まってい
る｣ と目を輝かせます。丁寧に作られているから
こそ、保存状態がよければ 100 年以上前のもの
でも着られるという着物。義宜さんは、そんな着
物の魅力をより多くの人に知ってもらおうと、月
の半分はせり場での仕入れに駆け回っています。
　晴れ着として着る機会が多い着物ですが、身近
に感じてもらうためにも｢おしゃれ着として気軽に
楽しんでほしい｣と願う義宜さん。ちょっとした食
事会に着ていくなど、普段着として挑戦してみると
また違った着物の魅力に気付けるかもしれません。

1

3

2
1  フジとショウブがあしらわれた明治
時代の着物　2  レトロな外観の ｢なな
草｣　3  着物を着てほほ笑む義宜さん

〶
 791-3192

愛
媛

県
伊

予
郡

松
前

町
大

字
筒

井
631

☎
 089-985-2111 （

代
）　

　
FAX 089-985-4148(代

)


